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吉川柴和　会長
東日本大震災、東電福島第一事故と国際ジャーナル
「原子力安全とシミュレーション」の発行

シンビオ社会研究会の会員情報

会員からの寄稿
顔夢さんの日本研修を受け入れて

活動報告
－ シンビオ国際カフェサロン2010

rスーダンー遠くて遠い国」
一関東シンビオ・黄葉会の講演会と懇親会



会
長
挨
拶

東
日
本
大
震
災
、
東
電
福
島
第
一
事
故
と
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル

「
原
子
力
安
全
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
発
行

平
成
二
十
二
年
度
に
開
始
し
た
当
会
の
新
事
業
で
あ
る
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル
「
原
子
力
安
全
と
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
刊
行
は
、
大
須
賀
理
事
、
吉
田
理
事
の
編
集
協
力
を
得
て
順
調
に
号
を
重
ね
て
二

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
三
月
号
の
編
集
を
進
め
て
い
る
最
中
の
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
、

日
本
の
有
史
以
来
最
大
規
模
の
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、
東
北
地
方
沿
岸
部
は
想
定
を
上
回
る
大

津
波
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
々
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
、
ま
た
、
多
数
の
被
災
者
の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
さ
ら
に
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
四
つ
の
原
子
炉
で
大
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
事
故
発
生
後
、
発
電
所
周
辺
の
住
民
の
方
々
が
退
避
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
は
も
う
二
ケ
月
経
過
し
て
い
る
の
に
、
い
ま
だ
に
四
つ
の
原
子
炉
と
も
い
ず
れ
も

事
故
の
収
束
が
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

原
子
力
規
制
の
責
に
当
た
っ
て
き
た
人
た
ち
は
、
事
故
後
、
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
『
九
十
年
代

前
半
、
日
本
の
原
子
力
技
術
で
は
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
事
故
や
チ
ェ
ル
ノ
ビ
ル
事
故
の
よ
う
な
シ
ビ

ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
起
こ
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
念
の
た
め
に
事
業
者
の
自
主
保
安
活
動
と

し
て
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
を
す
る
こ
と
を
事
業
者
に
勧
告
し
た
。
』
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
日
本
の
技
術
へ
の
過
信
、
事
業
者
任
せ
と
い
う
無
責
任
さ
が
垣
間
見
え
ま
し

た
。
一
方
、
原
子
力
学
会
誌
の
最
近
号
に
日
本
の
原
発
は
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
備
え
た
安
全
設

計
の
点
で
、
世
界
の
最
新
動
向
か
ら
十
五
年
は
遅
れ
を
取
っ
て
い
る
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

想
定
を
越
え
る
津
波
時
へ
の
備
え
が
な
く
、
そ
の
結
果
と
し
て
原
子
炉
災
害
ま
で
付
随
す
る
震
災
と

な
り
、
そ
の
後
は
電
力
供
給
危
機
ま
で
招
い
て
い
ま
す
。
思
う
に
日
本
で
は
原
子
力
安
全
に
対
す
る

考
え
方
が
甘
か
っ
た
、
遅
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

当
会
の
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル
「
原
子
力
安
全
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
の
編
集
発
行
で
は
、
今
回
の
教

訓
を
生
か
す
た
め
、
事
故
の
調
査
分
析
や
解
析
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
的
に
取
り
上
げ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
　
会
長
　
吉
川
　
柴
和



役員リスト任期
平成22年5月9日一平成24年5月8日）

役職名 �氏　名 ��役　割 �����こて海 

会長 �吉川　柴和 ��総括・総務 

副会長 �杉万　俊夫 ��事業統括 

理事 �下田　宏 ��学術事業 

理事 �長松　隆 ��社会啓発事業　／． 

理事 �伊藤　京子 ��社会啓発事業　／∵∴ 

理事 �作田　博 ��学術事業　　　上＿＿工 

理事 �松本　英治 ��国際連携事業 

理事 �久郷　明秀 ��社会啓発事業 

理事 �西川　佳秀 ��社会啓発事業 

理事 �五福　明夫 ��国際連携事業 �����一　ノーでγ 、 

理事 �山本　倫也 ��学術事業 �����⑲ J  】 】 ∃ ∃ ＼ 

理事 �手塚　哲央 ��国際連携事業 

理事 �吉田　民也 ��社会啓発事業 

理事 �中村　洋之 ��国際連携事業 

理事 �田中　俊彦 ��学術事業 

理事 �大須賀　安彦 ��国際連携事東＿＿雇・＋（ 
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会員の種類
シンビオ社会研究会の会員には次の4種類があります。
1．正会員　2．登録会員　3．賛助会員　4．海外連絡会員
海外連絡会員は、理事会の推薦で会長が海外の個人に委嘱しています。

各会員の入会金、年会費とサービス内容は、下表の通りです。なお、海外連絡会員
は、入会金、年会費は不要です。また、2007年度より次のようにしています。
● 本会の行う活動行事等にご参加の方には、ご本人の同意を得て登録会員になって

もらうようにしております（入会金、年会費不要）。登録会員から正会員への変
更には入会金は不要です。

● 正会員で2年間正会員費を滞納されると自動的に登録会員に変更します。

入会の方法
シンビオ社会研究会のホームページをご覧の上、ホームページより会員入会申込書
をダウンロードして、左記のいずれかの方法で申込書をご送付下さい。
● 郵送の場合
〒606－ 8202　　京都市左京区田中大堰町49
（財）応用科学研究所内

シンビオ社会研究会　事務局宛
● 電子メール添付の場合
シンビオ社会研究会　事務局メール　Symbi 0－ Of f i ce＠ni ke．eonet．ne．j p

正会員 �登録会員 �賛助会貞‘  
・入会金■ ・ ��1000円 �‾なし　‾ �なし－  
■ ■ 　年会責 ��2000円 �なし　二 �50000円／1口 

三ユースレタ1 ��郵送いたします �－  �郵送いた‾します 
‾：講演会のメール案内 ��三　あり �あり �‾二あり 

協賛行事のメール案内 ��あり �あり �あり 
セミナーの割計 ��あり �なし �あり 
一見学会の割引 ��あり－  �－ こなし・ �あり 

ホームペー 　報告 �ジから活動 入手 �あり �なし �あり 

総会での革決権、役員 選挙権、役員被選挙権 ��‾三あり �なし－  �‡ ‡ なし 

ホームペ÷ ジでの賛助 会員の明記及びリンク ��－  �－  �‾■ 卒り＿ 

シンビオの各種プロジェ ，クト活動の案内 ��あり �寧し �あり。日数に応 じた人数l ± 参加 いただけます。 



研修にさきだって
（顔　夢さんは180センチ）

千二〇

捗雪

顔
夢
さ
ん
の
日
本
研
修
を
受
け
入
れ
て

永
里
善
彦
さ
ん
　
（
旭
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
）

顔
夢
さ
ん
は
中
国
逝
江
省
寧
波
市
に
あ
る
英
国
ノ
ッ
チ
ン
ガ
ム
大
学
中
国
校
・
金

融
会
計
学
科
の
学
生
で
あ
る
。
ハ
ル
ビ
ン
工
程
大
学
で
特
別
招
碑
教
授
を
し
て
い
る

吉
川
先
生
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
末
に
同
僚
の
教
授
さ
ん
か
ら
、
娘
さ
ん
の
夏
季

休
暇
中
日
本
で
の
企
業
研
修
先
の
世
話
を
頼
ま
れ
、
不
景
気
の
時
節
柄
な
か
な
か
引

き
受
け
先
が
な
く
て
困
っ
て
お
ら
れ
た
。
先
生
の
窮
状
を
み
て
当
社
に
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
的
に
お
世
話
を
引
き
受
け
た
。

顔
夢
さ
ん
は
吉
川
先
生
が
引
率
し
て
、
八
月
二
十
八
日
ハ
ル
ビ
ン
を
出
発
し
夜
分
に

関
空
到
着
、
当
日
は
京
都
宿
泊
後
二
十
九
日
新
幹
線
で
東
京
に
到
着
。
神
田
の
学
士

会
館
に
投
宿
し
た
。
三
十
日
朝
に
は
学
士
会
館
近
所
の
当
社
に
吉
川
先
生
同
道
で
来

ら
れ
て
、
そ
れ
以
来
当
社
に
よ
る
研
修
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
し
て
九
月
八
日
寧
波
の

大
学
の
新
学
期
開
始
の
た
め
帰
国
ま
で
精
力
的
に
日
本
企
業
研
修
に
励
ま
れ
た
。

研
修
先
は
、
当
社
や
旭
化
成
グ
ル
ー
プ
の
企
業
以
外
に
、
秋
葉
原
電
気
街
大
型
免
税

店
、
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
工
場
、
東
京
証
券
取
引
所
、
三
菱
地
所
、
東
京
電
力
、
経
団
連

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
な
ど
多
岐
に
渉
っ
た
。
最
終
日
に
は
研
修
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し

て
も
ら
い
講
評
後
、
認
定
証
を
交
付
し
た
。

顔
夢
さ
ん
は
研
修
レ
ポ
ー
ト
の
中
で
日
本
の
経
済
発
展
の
文
化
的
要
因
と
し
て
、

①
規
制
の
尊
重
、
②
新
世
代
、
③
W
i
n
I
W
i
n
ゲ
ー
ム
指
向
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
し
て
、
と
く
に
中
国
は
『
食
の
安
全
』
向
上
に
日
本
の
取
り
組
み
を
み
な
ら
う
べ

き
と
指
摘
し
て
い
る
。

中
国
の
将
来
を
担
う
若
い
人
材
の
啓
発
に
今
回
の
日
本
研
修
が
役
立
っ
て
お
れ
ば
大

い
に
幸
い
で
あ
る



みんなで集合写真

スーダンの民族衣装で講演

吉
川
　
柴
和
　
記

シ
ン
ビ
オ
国
際
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
2
0
1
0

「
ス
ー
ダ
ン
ー
遠
く
て
遠
い
国
」

ア
フ
リ
カ
の
ス
ー
ダ
ン
に
度
々
出
か
け
ら
れ
る
杉
万
理
事
が
「
皆
さ
ん

に
、
日
頃
な
じ
み
の
無
い
ス
ー
ダ
ン
の
方
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
」
と

企
画
さ
れ
て
、
京
都
に
滞
在
中
の
ス
ー
ダ
ン
か
ら
の
お
二
人
を
招
い
て

十
月
十
五
日
　
応
用
科
学
研
究
所
会
議
室
で
国
際
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
京
大
人
間
・
環
境
学
研
究
科
に
客
員
教
員
と
し
て
京
都
滞
在
中

の
イ
ン
テ
ィ
サ
ー
先
生
（
ス
ー
ダ
ン
・
カ
ル
ツ
ー
ム
大
学
芸
術
学
部
心

理
学
科
）
は
、
ビ
デ
オ
に
よ
り
ス
ー
ダ
ン
の
国
歌
や
国
の
花
、
民
族
の

顔
の
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
ス
ー
ダ
ン
の
部
族
分
布
、
文
化
経
済
の
南
北

格
差
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
い
で
京
都
市
内
の
法
律
事

務
所
に
ご
勤
務
の
若
手
ス
ー
ダ
ン
人
弁
護
士
で
京
大
修
士
卒
の
ハ
ミ
ッ

ド
・
ハ
ス
ブ
ラ
ブ
さ
ん
は
、
流
暢
な
日
本
語
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

「
日
本
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
墓
地
問
題
」
と
題
す
る
講
演
で
日

本
在
住
の
イ
ス
ラ
ム
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
イ
ス
ラ
ム
教
の
教
え
に

従
っ
て
土
葬
す
る
こ
と
が
如
何
に
難
し
い
か
を
、
ご
自
分
の
日
常
活
動

の
ご
経
験
か
ら
お
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
近
所
の
料
理
店
に
で

か
け
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理
で
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

か
く
て
今
年
の
国
際
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
は
、
民
族
衣
装
の
ス
ー
ダ
ン
人
講

師
二
名
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
留
学
生
二
名
も
参
加
し
て
例
年
の
国
際

カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
と
は
一
風
違
っ
た
催
し
と
な
り
ま
し
た
。



関
東
シ
ン
ビ
オ
・
黄
葉
会
の
講
演
会
と
懇
親
会

平
成
二
十
二
　
年
十
一
月
二
十
六
日
、
関
東
シ
ン
ビ
オ
・
黄
璧
会
の
集
い
を
宮
澤
龍
雄
先

生
、
藤
井
有
蔵
氏
、
久
郷
明
秀
氏
、
筆
者
が
幹
事
で
お
世
話
し
た
。
当
日
は
ま
ず
京
大
東

京
オ
フ
ィ
ス
　
（
品
川
）
　
で
午
後
一
時
半
よ
り
講
演
会
を
行
っ
た
　
（
参
加
者
十
八
名
）
。

ま
ず
早
大
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
の
溢
谷
祐
氏
は
「
海
の
地
政
学
と
ア
ジ
ア
経
済

発
展
の
ア
キ
レ
ス
腱
」
と
題
し
、
中
東
・
湾
岸
産
の
石
油
、
ガ
ス
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
の

深
刻
な
ア
ジ
ア
経
済
を
支
え
る
頼
み
の
綱
だ
が
そ
の
依
存
率
は
七
十
％
を
大
幅
に
超
す
。

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
経
て
南
・
東
シ
ナ
海
に
至
る
シ
ー
レ
ー
ン
に
は
、

頻
発
す
る
海
賊
・
国
際
テ
ロ
の
襲
撃
、
米
中
海
軍
の
覇
権
括
抗
、
領
海
境
界
・
大
陸
棚
資

源
開
発
の
問
題
未
処
理
な
ど
海
の
地
政
学
的
リ
ス
ク
が
益
々
顕
在
化
し
て
い
る
、
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
。

次
い
で
東
大
工
学
系
研
究
科
の
神
里
達
博
氏
は
、
「
リ
ス
ク
を
め
ぐ
る
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
・

ア
ジ
ェ
ン
ダ
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ー
「
食
」
と
「
住
」
を
題
材
に
ー
」
と
題
し
最
近
営
々
と
築

か
れ
て
き
た
社
会
的
信
頼
が
崩
壊
す
る
事
件
が
多
発
し
て
い
る
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
ア
ス

ベ
ス
ト
、
新
興
感
染
症
、
鉄
道
事
故
、
耐
震
偽
装
、
消
え
た
年
金
な
ど
「
昭
和
の
神
話
」

が
壊
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い
か
な
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
社
会
問
題
化
し
た
の
か
？
そ

こ
で
メ
デ
ィ
ア
、
行
政
、
大
学
は
、
ど
う
い
う
役
割
を
果
た
し
た
か
？
　
「
食
」
　
の
リ
ス
ク

と
「
耐
震
偽
装
事
件
」
を
例
に
、
日
本
社
会
の
「
リ
ス
ク
の
議
題
化
」
　
に
鋭
い
メ
ス
を
当

て
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
品
川
駅
近
傍
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
O
R
⊇
N
A
に
場
所
を
変
え
て
懇
親
会
を
お
こ
な
っ

た
。
懇
親
会
に
は
、
若
林
二
郎
先
生
ご
夫
妻
も
参
加
さ
れ
、
関
東
で
の
黄
璧
会
同
窓
会
が

盛
り
上
が
っ
た
。
（
参
加
者
二
十
二
名
）

中
村
　
洋
之
　
記



2010年度の主な活動実績
2010年
4月30日　　第1回理事会・通常総会・黄葉会との講演会
6月末　　　国際ジャーナルI J NS第1巻第2号
8月23－ 25日ISSNP2010（中国り＼ルピン工程大学）
9月末　　　国際ジャーナルI J NS第1巻第3号
10月15日　　第2回理事会・国際カフェサロン

「スーダンー遠くて遠い国」
11月26日　　関東シンビオ・黄葉会講演会（京大東京オフィス）
12月末　　　国際ジャーナルI J NS第1巻第4号
2011年
1月21日　　第3回理事会・

技術交流会（スマートメータ＆国際会議報告）
3月4日　　　第4回理事会・

「エネルギー環境問題の国際動向」講演会
3月末　　　国際ジャーナルI J NS第2巻第1号

2011年度の主な活動予定
2011年
4月28日　　第1回理事会・通常総会・シンビオ講演会
6月21日　　研究談話会
6月末　　　国際ジャーナルI J NS第2巻第2号
8月2ト25日IC12011（韓国、大田）
9月末　　　国際ジャーナルI J NS第2巻第3号
10月19日　　第2回理事会・研究談話会
11月中　　　Hl 学会研究会
12月上旬　　関東シンビオ・黄璧会（東京）
12月末　　　国際ジャーナルI J NS第2巻第4号
2012年
1月下旬　　第3回理事会・技術交流会
2月中旬　　研究談話会
3月上旬　　第4回理事会t

「エネルギー環境問題の国際動向」講演会
3月未　　　国際ジャーナルI J NS第3巻第1号

発行　特定非営利活動法人シンビオ社会研究会
〒606－ 8202

京都市左京区田中大堰町49
（財）応用科学研究所内
TEL／FAX：075－ 204－ 1559
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